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わたしたちは薬とどのように付き合ってい

るのでしょうか。  
２１世紀は健康増進をめざした予防医療の

時代とはいえ誰でも一度は薬のお世話になっ

ているはずです。薬を飲む前に薬の基本的な

知識を理解しておけば、もっと、じょうずに

薬と付き合えるようになると思います。とこ

ろが、処方された薬を間違って飲んだ経験の

あるひとは何と全体の８５％というデータが

報告されています。その間違いの内容は飲む

回数、最後まで飲まずに途中でやめた人がそ

れぞれ、半数近くいます。「知りたい薬の情報」

調査で副作用や飲みあわせを知りたい人が多

くいることがわかりました。“薬と薬”、“薬

と食品”の飲み合わせによって健康被害にな

ることもありますが、あらかじめ知識があれ

ば避けることができます。今回は代表的な相

互作用（飲み合わせ）について紹介します。 

 

薬物相互作用は「薬剤学的な相互作用」「薬

物動態的な相互作用」「薬力学的な相互作用」

の３つに大きく分類されます。薬剤学的な相

互作用は体内に吸収される前に起きる相互作

用です。薬物動態的な相互作用は薬物が代謝

されるときに飲み合わせの相手によって効果

が強く出たり、また、逆に弱くなったりする

ことです。  

 
薬力学的な相互作用は体内で薬と薬、ある

いは薬と食品がお互いに作用を強めたり、弱

くすることです。したがって、相互作用は体

内に入る前と体内に入ってからの 2 通りに存

在するわけです。 

抗生物質セフジニルと鉄の相互作用

小
腸
粘
膜

吸収
セフジニル

セ
フ
ジ
ニ
ル
の
血
中
濃
度

時間

単独

併用
Fe

Fe

赤色のキレート形成

粉ミルクとの併用で、オムツが赤くなることがある。

 小児に処方される抗生物質セフニジルは粉

ミルクに含まれる鉄との相互作用で便が赤く

なることがあり、知らないとお母さんは驚い

てしまいます。医院で薬が処方されたとき、

あるいは、薬局で市販の薬を購入するときは、

ぜひ、“かかりつけ薬剤師”にご相談されるこ

とをお勧めします。  
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（くすりの適正使用協議会 対象者：２０～６９歳の全国成人男女 ２００５年）


